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大 里 字 大 城
しまジマ

散 歩

夏
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

就
業
中
の
熱
中
症
対
策
も
怠
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

史
上
初
の
特
別
警
報
が
発

令
さ
れ
た
台
風
8
号
も
去
り
、

次
々
台
風
が
来
去
。
８
号
の

県
内
被
害
状
況
は
新
聞
報
道

に
よ
れ
ば
30
億
円
に
も
及
ぶ

と
い
う
。
実
に
大
変
な
被
害

で
す
。
玉
城
青
少
年
の
家
で

は
、
直
径
80

セ
ン
チ
級
の

「
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
」
の
樹
が

根
こ
そ
ぎ
倒
木
、
あ
ら
た
め

て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
ご

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
次
第
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
台
風
の

後
か
た
ず
け
に
素
早
く
駆
け

付
け
た
会
員
の
お
顔
が
仏
の

顔
に
見
え
ま
し
た
。
実
に
感

謝
・
感
謝
の
思
い
で
す
。

会
員
の
皆
様
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。

（
中
村
正
賢
）

編

集

後

記

日
陰
な
ど
の
涼
し
い
場
所

に
休
憩
所
を
確
保
し
、
普
段

よ
り
多
め
の
休
憩
時
間
を
設

け
る
。

症
状

救
急
措
置

熱
け
い
れ
ん

（
軽
症
）

多
量
の
発
汗
で
水
分
と

塩
分
が
失
わ
れ
た
の
に
、
水

分
だ
け
を
補
給
し
た
た
め
に

起
こ
る
筋
肉
の
け
い
れ
ん

（
こ
む
ら
が
え
り
）
。

〇
救
急
措
置

0.1
％
の
食
塩
水
や
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ま
せ
て
、

涼
し
い
と
こ
ろ
で
安
静
に
さ

せ
る
。
筋
肉
け
い
れ
ん
が
収

ま
ら
な
い
な
ら
必
要
に
応
じ

て
医
療
機
関
で
受
診
さ
せ
る
。

熱
失
神
・
熱

疲
労
（
軽
～

中
等
症
）

熱
失
神
は
脱
水
や
末
梢

血
管
が
拡
張
す
る
と
、
脳
へ

の
血
流
低
下
に
よ
り
、
め
ま

い
、
失
神
（
1
分
以
内
）
が

起
こ
る
。

熱
疲
労
は
極
度
の
脱
水
状

態
に
な
り
、
疲
労
感
、
虚
脱

感
、
頭
痛
、
失
神
、
嘔
吐
な

ど
の
症
状
が
重
な
り
あ
っ
て

起
こ
り
、
熱
射
病
へ
移
行
す

る
危
険
性
が
あ
る
。

〇
救
急
措
置

現
場
で
熱
疲
労
と
重
症
の

熱
者
病
を
区
別
す
る
の
は
困

難
。
熱
疲
労
の
場
合
は
重
症

化
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で

医
療
機
関
で
受
診
さ
せ
る
。

熱
射
病
（
重
症：

致
死
率

76

％

以
上
）

高
体
温
に
よ
り
脳
の
体

温
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
中
枢
が
麻

痺
す
る
。
お
か
し
な
言
動
や

行
動
、
こ
ん
睡
な
ど
の
意
識

障
害
だ
け
で
な
く
全
身
の
臓

器
が
障
害
さ
れ
、
死
亡
に
至

る
危
険
性
が
高
い
。
高
温
・

多
湿
下
で
ふ
ら
つ
く
、
気
分

地 域 の 生 活 応 援 隊

会 員 募 集 中
（公社）南城市シルバー人材センター

電話（０９８）８５２－６６５５

大
城
集
落
は
、
昔
か
ら
農
業
が
盛
ん
で
甘
蔗
、
水

稲
が
主
作
で
生
産
力
に
富
む
肥
沃
な
土
地
が
多
い
。

昭
和
31
年
に
大
城
ダ
ム
が
完
成
し
、
土
地
改
良
事

業
で
雄
樋
川
、
農
道
等
の
整
備
が
な
さ
れ
、
安
心
し

て
水
稲
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
35
年

～
40
年
頃
、
水
稲
か
ら
甘
蔗
作
へ
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

字
大
城
は
平
成
26
年
7
月
末
日
現
在
、
世
帯
数
３

０
９
世
帯
、
人
口
８
７
８
人
の
集
落
で
す
。

字
大
城
は
天
孫
氏
（
約
６
３
０
年
）
の
頃
、
旧
玉

城
村
字
仲
村
渠
ミ
ン
ト
ン
よ
り
米
作
の
普
及
の
た
め
、

字
大
城
へ
先
住
の
民
と
し
て
定
着
し
た
と
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
尚
巴
志
時
代
以
前
の
頃
と
推
定
さ

れ
ま
す
が
、
玉
城
按
司
の
長
男
で
あ
る
神
住
が
大
城

カ
ン
ノ
シ
―

按
司
と
し
て
、
大
城
城
を
築
城
、
大
城
村
ほ
か
近
隣

の
村
々
を
統
治
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

佐
敷
小
按
司
尚
巴
志
が
大
城
城
の
娘
婿
と
し
て
姻
戚

関
係
を
結
び
勢
力
を
伸
ば
し
た
と
言
わ
れ
る
。
当
時
、

字
西
原
に
一
大
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
島
添
大
里
按
司

と
の
勢
力
争
い
の
過
程
で
尚
巴
志
三
山
統
一
の
野
望

の
一
翼
を
担
い
、
島
添
大
里
城
と
の
決
戦
を
挑
み
、

按
司
自
ら
が
戦
い
に
望
み
長
男
と
奥
方
が
城
に
残
っ

た
。
そ
の
際
、
軍
旗
が
倒
れ
た
ら
負
け
戦
と
の
言
伝

か
ら
勝
ち
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
軍
旗
が
倒
れ
た
た
め
、

負
け
戦
と
早
合
点
し
城
に
火
を
放
ち
玉
城
城
へ
落
ち

逃
れ
た
と
言
わ
れ
、
県
重
要
文
化
財
指
定
の
ボ
ー
ン

ト
ウ
墓
は
大
城
按
司
の
嫡
男
真
武
の
墓
で
す
。

字
大
城
は
、
こ
の
様
な
文
化
的
遺
産
を
継
承
す
る

由
緒
あ
る
集
落
で
す
。
も
と
も
と
玉
城
間
切
に
属
し

て
い
た
が
、
明
治
41
年
に
大
里
間
切
に
組
み
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。

ア
ミ
シ
御
願
綱

と
し
て
行
わ
れ
る

大
綱
曳
き
は
県
内

に
名
を
馳
せ
て
い

る
伝
統
文
化
行
事

と
し
て
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

字
大
城
は
甘
蔗
、

花
木
、
酪
農
や
養

豚
、
野
菜
栽
培
が

盛
ん
な
純
農
村
集

落
で
す
。

（
集
落
セ
ン
タ
ー

落
成
記
念
誌
よ
り
）

？

予
防
と
対
策

日
よ
け
で
直
射

日
光
を
避
け
る

日
除
け
や
風
通
し
を
よ
く

す
る
た
め
の
設
備
を
設
置
す

る
。作

業
中
の
温
湿
度
が
わ
か

る
よ
う
温
度
計
、
湿
度
計
を

設
置
す
る
。

通
気
性
の
良
い

服
装
と
つ
ば
広
帽

子
、
特
に
首
と
頭
を
直
射
日

光
か
ら
守
る

作
業
服
は
吸
湿
性
、
通
気

性
の
良
い
も
の
。
黒
っ
ぽ
い

の
は
避
け
る
。
頭
部
打
撲
の

恐
れ
が
な
い
と
き
は
、
麦
わ

ら
帽
子
、
つ
ば
広
の
帽
子
。

積
極
的
に
水
分

や
塩
分
を
補
給

水
分
、
塩
分
補
給
の
た
め

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
身
体

を
適
度
に
冷
や
す
こ
と
の
で

き
る
氷
、
冷
た
い
お
し
ぼ
り

な
ど
備
え
る
。
作
業
中
で
も

自
由
に
飲
水
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
。
30
分
ご

と
に
コ
ッ
プ
1
～
2
杯
目
安
。

風
通
し
の
良
い

休
憩
場
所
を
設

け
適
度
に
休
憩

・
体
調
不
良
、
意
識
も
う
ろ

う
と
す
る
等
の
症
状
で
あ
れ

ば
熱
射
病
対
応
。
一
刻
を
争

う
。
医
療
機
関
へ
搬
送
。

〇
救
急
措
置

濡
ら
し
た
タ
オ
ル
で
全
体

を
湿
ら
せ
、
風
を
あ
て
る
。

脇
・
股
を
氷
で
冷
や
す
。

（
体
温
上
昇
が
な
く
被
災
者

が
寒
さ
を
訴
え
た
ら
冷
や
す

の
を
止
め
る
）
救
急
搬
送

契約額が１億円突破

平成26年度定時総会 慎重な審議が進む

定
時
総
会
に
は
、

沖
縄
県
連
合
の
名
嘉

元
甚
勝
会
長
を
は
じ

め
各
拠
点
セ
ン
タ
ー

の
理
事
長
等
や
座
波

一
南
城
市
副
市
長
、

照
喜
名
智
同
市
議
会

議
長
な
ど
の
来
賓
も

臨
席
。
古
謝
景
進
副
理

事
長
が
開
会
の
言
葉
を

述
べ
、
大
湾
政
松
理
事

長
が
軽
妙
な
ウ
チ
ナ
ー

グ
チ
で
「
順
調
に
推
移

し
て
い
る
業
績
を
更
に

重
篤
事
故
ゼ
ロ
で
26
年

度
も
頑
張
ろ
う
」
と
挨

拶
、
会
員
の
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
に
奥

原
則
和
会
員
を
選
出
、

議
案
審
議
に
入
り
ま
し

た
。就

業
延
べ
人
員

約
1
万
９
千
人

25
年
度
事
業
実
績
報

告
で
は
、
契
約
件
数
が

６
４
８
件
、
契
約
金
額

1
億
２
５
０
万
４
８
３

４
円
で
、
１
億
円
の
大

台
を
突
破
し
、
事
業
展

開
が
順
調
に
行
わ
れ
て

い
る
事
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
玉
城
青
少
年

の
家
の
指
定
管
理
者
の

指
定
が
引
き
続
き
受
け

ら
れ
た
こ
と
。
粗
大
ご

み
回
収
業
務
や
グ
リ
ー

ン
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
等
が
順
調
で
就
業
延

べ
人
員
も
約
1
万
9
千

人
に
達
し
て
い
る
こ
と
。

地
域
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
76
日
・
延
べ
３
５

５
人
の
参
加
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

健
全
運
営
で

拡
大
発
展

25
年
度
収
支
決
算
で
は
、

収
入
総
額
1
億
１
８
９

２
万
円
に
対
し
、
支
出

総
額
1
億
１
８
８
７
万

円
を
計
上
、
単
年
度
収

支
で
は
5
万
円
余
の
黒

字
決
算
。
収
支
増
減
額

で
見
る
と
、
前
年
度
に

比
べ
経
常
収
益
計
で
1

千
１
６
４
万
３
千
８
０

０
円
の
増
、
経
常
費
用

計
で
1
千
１
８
３
万
8

千
２
８
７
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
正
味
財
産
期

末
残
高
は
８
３
６
万
5

千
６
５
６
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

安
全
適
正
就
業

更
な
る
努
力
を

25
年
度
の
就
業
中
の

事
故
は
重
篤
事
故
は
な

か
っ
た
も
の
の
傷
害
1

件
、
損
害
2
件
発
生
し

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
安
全
適
正
就
業

委
員
会
で
は
、
朝
礼
で

の
安
全
確
認
、
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
現
場

指
導
、
安
全
・
適
性
就

業
推
進
大
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
事
故
防
止
に

努
め
た
が
、
更
な
る
努

力
で
安
全
適
正
就
業
を

推
進
し
た
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
就
業
開
拓

事
業
や
国
の
企
画
提
案

方
式
事
業
、
社
会
参
加

活
動
、
玉
城
青
少
年
の

家
指
定
管
理
等
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

（
26
年
度
計
画
に
つ

い
て
は
3
ぺ
ー
ジ
参
照
）

☆ 熱 中 症 に 注 意 ☆
水分補給はこまめにしましょう

対
策
１

対
策
２

対
策
３

対
策
４

症
状
１

症
状
２

症
状
３

平
成
26
年
度
定
時
総
会
が
６
月
４
日
午
後
2

時
か
ら
南
城
市
中
央
公
民
館
1
階
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
議
案
6
件
、
報
告
事
項
3
件
が
全
会

一
致
で
原
案
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
後
に
行
わ
れ
た
会
員
交
流
会
に
は
、
会
員

や
南
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
玉
城
支
部
民
踊

愛
好
会
の
皆
さ
ん
も
友
情
出
演
し
、
交
流
会
に

花
を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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平
成
26
年
度
グ
ラ
フ
で
見
る

４

月

～

６

月

の

動

き

平 成 2 5 年 度 事 業 実 績 （対２４年度比）会
員
さ
ん
登
場

長

嶺

清

喜

さ

ん

玉

城

字

船

越

「
油
絵
」
60
の
手
習
い

金

武

勝

太

郎

さ

ん

大
里
字
稲
嶺
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

趣味拝見

歩
い
て
就
業

毎
日
健
康

親川仁三さん 知念具志堅栄さん 佐敷

入
会
し
て
み
た
ら

皆
知
り
合
い

い
る
そ
う
で
す
。

年
齢
と
と
も
に
ス
ピ
ー

ド
も
速
く
な
り
、
走
る
こ

と
の
喜
び
を
実
感
、
「
若

い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た

県
大
会
出
場
が
60
代
で
実

現
す
る
と
は
想
像
も
し
て

い
な
か
っ
た
。
」
と
長
嶺

さ
ん
の
飽
く
な
き
記
録
へ

の
挑
戦
、
継
続
は
力
な
り

と
「
日
々
精
進
」
は
更
に

続
き
ま
す
。

チ
バ
リ
ヨ
～
長
嶺
さ
ん
。

多
彩
な
趣
味
と
特
技
を
持
っ

て
い
る
金
武
（
か
ね
た
け
）

勝
太
郎
さ
ん
、
ロ
マ
ン
ス
グ

レ
ー
の
如
何
に
も
マ
ド
ロ
ス

姿
が
よ
く
似
合
う
恰
幅
の
い

い
男
で
す
。
そ
う
で
す
金
武

さ
ん
は
紛
れ
も
な
く
本
職
は

航
海
術
を
専
門
と
す
る
水
産

高
等
学
校
の
教
諭
を
務
め
て

い
た
の
で
す
。

定
年
退
職
後
、
始
め
た
の

が
油
絵
で
、
真
に
60
の
手
習

い
で
す
。
今
で
は
暇
を
見
つ

け
て
は
海
の
見
え
る
場
所
に

出
か
け
、
風
景
画
に
没
頭
す

る
そ
う
で
す
。

36
年
の
公
務
員
生
活
を

終
え
て
、
今
ガ
イ
ド
の
仕

事
で
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
し
て
い
る
長
嶺
さ
ん
。

シ
ル
バ
ー
へ
の
入
会
は
25

年
9
月
、
現
在
、
沖
縄
ワ
ー

ル
ド
の
琉
球
王
国
城
下
町

で
ガ
イ
ド
の
就
業
を
週
3

回
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て

良
か
っ
た
こ
と
は
、
仲
間

が
増
え
た
こ
と
と
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
就
業
で
き
る

こ
と
で
す
。
指
示
さ
れ
た

り
、
指
示
し
た
り
す
る
こ

と
が
な
い
の
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
や
れ
る
こ
と
が
健

康
に
つ
な
が
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
長
嶺
さ
ん
は
、
現
在
、

60
代
１
０
０
Ｍ
走
の
南
城
市

代
表
と
し
て
県
大
会
に
出
場

し
、
4
位
入
賞
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

出
身
地
の
船
越
区
は
玉
城

地
区
で
も
陸
上
王
国
と
呼
ば

れ
て
い
た
時
代
が
あ
り
、

走
る
こ
と
は
当
た
り
前
と

い
う
中
で
生
活
し
て
き
た
の

で
、
20
代
の
こ
ろ
は
10
㎞
、

20
㎞
走
、
30
代
に
な
る
と
１
，

５
０
０
Ｍ
、
40
代
は
８
０
０

Ｍ
と
中
距
離
へ
移
行
、
48
歳

の
時
か
ら
短
距
離
選
手
と
し

て
毎
年
表
彰
台
に
上
が
っ
て

東恩納昇さん 佐敷 新垣 剛さん 大里

永吉盛和さん 知念 我喜屋初枝さん 玉城

項 目 平成２５年度 平成２４年度 増 減

会 員 数 ２６１人 ２３７人 ２４人

入 会 率 ２．１％ ２．０％ ０．１％

就 業 実 人 員 １８６人 １８７人 ∇ １人

就 業 率 ６９．４％ ７８．９％ ∇ ９．５％

就 業 延 人 員 １８，９９９人 １５，４２８人 ３，５７１人

受 注 件 数 ６４８件 ６４８件 ０

公共機関契約金額 ４５，５３３，９４９円 ４３，９６９，８１２円 １，５６４，１３７円

企 業 契 約 金 額 ４８，３１１，０１９円 ３８，１２２，１９５円 １０，１８８，８２４円

個 人 契 約 金 額 ８，０５９，８８６円 ８，３４９，０６３円 ∇ ２８９，１７７円

独自事業契約金額 ５９９，９８０円 ４６３，８２５円 １３６，１５５円

総 契 約 金 額 １０２，５０４，８３４円 ９０，９０４，８９５円 １１，５９９，９３９円

二
の
あ
る
風
景
な
ど
、
心
が

休
ま
る
も
の
が
多
い
よ
う
で

す
。
実
に
生
涯
教
育
を
身
を

も
っ
て
実
践
し
て
い
る
金
武

さ
ん
で
す
が
、
金
武
さ
ん
の

多
趣
味
ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。
樹
木
医
の
資
格
も

所
持
し
て
い
る
の
で
す
。
樹

木
の
生
育
診
断
に
も
詳
し
い

ば
か
り
か
、
盆
栽
作
り
に
も

長
け
て
お
り
、
育
て
た
盆
栽

を
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で

同
僚
に
配
っ
た
話
は
有
名
で

す
。
又
、
ロ
ー
プ
の
結
索
技

術
も
持
ち
合
わ
せ
、
施
設
の

台
風
対
策
や
整
備
等
で
重
宝

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
玉
城
青
少
年
の
家

の
主
任
専
門
職
員
を
務
め
て

い
ま
す
が
、
真
に
う
っ
て
つ

け
適
任
と
言
え
ま
す
。
多
彩

な
能
力
を
フ
ル
に
活
か
し
た

金
武
さ
ん
の
活
躍
が
大
き
く

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ガ
ン
バ
レ

金
武
さ
ん
！

本
人
は
「
ま
だ
ま
だ
で

す
。
」
と
謙
遜
す
る
が
、

去
っ
た
3
月
の
玉
城
青
少

年
の
家
「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」

に
お
け
る
我
が
家
の
宝
物

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
作
品
5

点
を
出
展
し
、
そ
の
隠
れ

た
趣
味
と
才
能
に
皆
を
驚

か
せ
ま
し
た
。

金
武
さ
ん
の
作
品
は
、

海
の
男
ら
し
く
、
激
し
く

岩
礁
に
打
ち
付
け
る
波
や

ぽ
っ
か
り
浮
か
ん
だ
入
道

雲
と
浜
辺
の
風
景
や
サ
バ

当
真
隆
夫

安
次
富
政
常

監

事

小

川
盛

男

中
村

正

賢

座
波

一

具
志
堅
兼
栄

理
事
・
監
事
欠
員
補
充
人
事

入
会
し
て
よ
か
っ
た
さ
～

中本 頼さん 佐敷

働
く
喜
び

感
じ
る
毎
日

新
た
な
仕
事
に

笑
顔
も
増
え
た

自
分
の
ペ
ー
ス
で

就
業
、
毎
日
が
健
康

仲
間
と
共
に
語
る

毎
に
知
識
が
増
え
た

仕
事
が
楽
し
い

得
意
な
分
野
を
活
か

し
て
満
足
な
日
々

理
事
・
監
事
の
欠
員
に
よ
る
補
充
人

事
が
定
時
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
新
任
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

任
期
は
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で

理

事

作品を手に金武勝太郎さん

賞
状
を
手
に
長
嶺
さ
ん

野原和利さん 玉城
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沖
縄
の
方
言
（
う
ち
な
ー
ぐ
ち
）
に
は
、
妙
に
言
い
得
て

ク
ス
ッ
と
笑
い
た
く
な
る
よ
う
な
妙
味
の
あ
る
言
葉
が
多
い

よ
う
に
思
う
、
こ
の
様
な
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
に
ス
ポ
ッ
ト
あ
て

て
み
ま
し
た
。

〇
「
う
ー
」
・
「
ふ
ー
」

何
か
、
体
の
具
合
が
悪
く
「
う
～
」
と
か
「
ふ
～
」
と

た
め
息
や
「
ど
ぅ
ー
に
ー
」
を
し
て
い
る
の
か
な
？
と
思

い
き
ゃ
、
全
く
見
当
違
い
で
、
目
上
の
人
に
対
す
る
丁
寧

な
言
葉
使
い
で
あ
る
。
「
う
ー
」
は
承
知
し
ま
し
た
。

「
ふ
ー
」
は
、
何
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
の
意
で
あ
る
。

〇
キ
リ
リ
ン
バ
ン
バ
ン

「
き
り
り
ん
く
ゎ
ん
く
ゎ
ん
」
又
は
「
ち
り
り
ん
ば
ん

ば
ん
」
と
も
い
う
。
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
、
多
忙
な

こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
が
騒
ぎ
立
て
て
い
る
場
面
、
怒
り

ち
ら
か
す
場
面
を
さ
し
て
い
う
が
、
同
じ
言
葉
で
幾
つ
も

の
表
現
が
あ
る
の
も
面
白
い
。

〇
い
ら
ら
ん
み
ー
ん
か
い

い
っ
ち
ゃ
ん

直
訳
す
る
と
「
入
れ
な
い
と
こ
ろ
に
入
っ
た
。
」
で
あ

る
が
、
そ
れ
位
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
の
意
で
あ
る
。

真
に
う
ち
な
ー
ぐ
ち
的
妙
味
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。

あ

ゝ

愛

し

の

沖
縄
口

（
う
ち
な
ー
ぐ
ち
）
パ
ー
ト
Ⅱ

【
第
一
生
命
】

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
２
０
１
４

☆

う
ち
の
嫁

後
ろ
姿
は

フ
ナ
ッ
シ
～

☆

も
の
忘
れ

便
利
な
言
葉

「
あ
れ
」
と
「
そ
れ
」

☆

妻
不
機
嫌

お
米
と
味
噌
汁

お
・
か
・
ず
・
な
・
し

☆

帰
宅
し
て

う
が
い
手
洗
い

皿
洗
い

☆

お
も
て
な
し

受
け
て
み
た
い
が

あ
て
も
な
し

☆

「
イ
イ
ネ
」
に
は

「
ど
う
で
も
イ
イ
ネ
」
が
約
5
割

☆

や
ら
れ
た
ら

や
り
返
せ
る
の
は

ド
ラ
マ
だ
け

☆

オ
レ
オ
レ
に

爺
ち
ゃ
ん
一
喝

無
礼
者

（
平
成
26
年
度
定
時
総
会
よ
り
）

（
要
旨
）

本
セ
ン
タ
ー
は
、
内
外
の

厳
し
い
経
済
環
境
を
認
識
し
、

あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え

な
が
ら
、
公
益
社
団
法
人
と

し
て
の
社
会
的
責
任
を
担
い
、

自
ら
の
健
康
づ
く
り
を
目
指

す
と
共
に
奉
仕
の
精
神
を
堅

持
し
地
域
の
発
展
に
寄
与
す

る
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

国
の
企
画
提
案
方
式
事
業

（
環
境
浄
化
と
農
業
振
興
）

の
補
助
事
業
も
最
終
年
次
に

な
り
、
補
助
終
了
に
伴
う
メ

ニ
ュ
ー
の
模
索
と
事
業
提
案

に
つ
い
て
市
当
局
と
連
携
し

対
応
し
ま
す
。

団
塊
の
世
代
へ
の
呼
び
か

け
を
強
化
し
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
、
地

域
社
会
に
密
着
し
た
就
業
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
要
求
並
び
に
会
員
の

可
能
性
に
応
じ
て
職
業
紹
介

事
業
・
一
般
労
働
者
派
遣
事

業
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
生
き
が
い

と
健
康
増
進
を
図
る
と
共
に

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
担
い

手
と
し
て
、
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
の
理
念
を
実
践

し
ま
す
。

更
に
、
地
域
高
齢
者
へ
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
に
努
力
し
、
よ
り
一
層

の
信
頼
を
得
る
公
益
社
団
法

人
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、
玉
城
青
少
年
の
家

の
向
こ
う
5
か
年
間
の
指
定

管
理
の
指
定
に
伴
う
管
理
運

営
の
充
実
と
就
業
拡
大
に
向

け
て
さ
ら
に
最
善
を
尽
く
す

と
と
も
に
、
行
政
当
局
と
の

連
携
を
密
に
し
、
公
共
事
業

は
も
と
よ
り
、
民
間
企
業
、

一
般
市
民
か
ら
の
受
注
拡
大

を
目
指
し
ま
す
。

Ⅱ
、
事
業
計
画

本
セ
ン
タ
ー
の
基
本
方
針

と
「
（
公
社
）
沖
縄
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
活

性
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
本

セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を
図
る

た
め
以
下
の
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

１
、
事
業
活
性
化
計
画

事
業
活
性
化
目
標
値

①
会
員
拡
大
目
標

72
人
以
上
新
規
加
入
実
現

➁
粗
入
会
率
確
保

２
・
３
％

③
未
就
業
会
員
の
減
少

80
％
以
上
就
業
率
目
指
す

④
就
業
機
会
の
拡
大

Ⅰ
基
本
方
針

１
９
，
０
０
０
人
日
以
上

の
延
人
数
を
目
指
す
。

⑤
契
約
金
額
の
拡
大

１
億
５
百
万
円
以
上

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

拡
大

延
４
０
０
人
以
上
目
指
す

２
、
普
及
啓
発
事
業

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、

広
報
紙
「
く
が
に
」
及
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

普
及

啓
発
活
動
を
行
う
。

３
、
安
全
・
適
正
就
業
推
進

健
康
管
理
の
徹
底
と
安
全

意
識
の
高
揚
、
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
委
員
会
の
組

織
強
化
を
図
り
ま
す
。

４
、
調
査
研
究
の
実
施

シ
ル
バ
ー
事
業
を
円
滑
か

つ
効
果
的
に
運
営
す
る
た
め

の
調
査
研
究
を
行
い
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
シ
ル
バ
ー

事
業
へ
の
意
識
調
査
、
会
員

の
就
業
実
態
、
本
事
業
へ
の

評
価
等
の
調
査
研
究

を
行

い
、
一
般
高
齢
者
及

び
会

員
の
利
益
増
進
に
尽

く
し

ま
す
。

５
、
就
業
機
会
の
開
拓
提
供

団
塊
の
世
代
を
含
む
高
齢

者
の
会
員
拡
大
に
伴
い
就
業

ニ
ー
ズ
も
増
大
し
、
就
業
機

会
開
拓
・
拡
大
が
必
須
条
件

単位＝円

※経常外収益は

計上額が０円に

つき省略

単位＝円

※経常外収
益は、計上
額が０円に
つき省略

と
な
り
、
就
業
開

員
に
よ

る
市
内
や
近
隣
地
域
の
民

間
・
企
業
・
官
公
庁
へ
の

訪
問
で
、
高
齢
者
に
相
応

し
い
就
業
を
積
極
的
に
開

拓
し
会
員
に
提
供
し
ま
す
。

６
、
相
談
・
情
報
提
供
事
業

本
セ
ン
タ
ー
が
地
域
高

齢
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
そ

の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

広
報
「
く
が
に
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
市
の
広
報

紙
等
を
通
し
て
本
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
情
報
を
広
く
呼

び
か
け
ま
す
。

定
期
的
な
入
会
説
明
会

を
通
し
て
高
齢
者
の
雇
用
、

就
業
、
社
会
参
加
等
に
関
す

る
相
談
及
び
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

７
、
国
の
補
助
事
業
を
推
進

現
在
の
企
画
提
案
方
式
事

業
「
環
境
浄
化
と
農
業
振
興
」

は
最
終
年
次
を
迎
え
、
新
し

い
国
庫
補
助
事
業
「
生
涯
現

役
社
会
活
躍
応
援
」
事
業
に

つ
い
て
、
関
係
当
局
等
と
連

携
を
密
に
し
て
具
体
的
計
画

を
策
定
し
、
国
に
提
案
し
高

齢
者
の
就
業
拡
大
に
繋
げ
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

８
、
社
会
参
加
活
動
の
推
進

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
認

知
症
高
齢
者
等
弱
者
に
対
す

る
福
祉
家
庭
支
援
ボ
ラ
テ
ィ

ア
、
尚
巴
志
マ
ラ
ソ
ン
会
場

や
コ
ー

ス
沿
道
の
草
刈
り
、

海
浜
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

社
会
参
加
活
動
を
一
般
市
民

と
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

９
、
指
定
管
理
事
業
へ
の
取

り
組
み

向
こ
う
５
か
年
間
の
玉
城

青
少
年
の
家
の
指
定
管
理
指

定
は
会
員
に
と
っ
て
誇
り
で

あ
り
、
自
信
を
も
っ
て
就
業

機
会
の
拡
大
推
進
を
実
践
し

ま
す
。
ま
た
、
別
途
指
定
管

理
事
業
で
指
定
管
理
指
定
公

募
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
挑
戦

し
、
財
政
安
定
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

☆

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

☆

玉
城
・
小
川
両
氏
体
験
発
表

スローガン 「見逃すな ヒヤリで済んだ あの経験」

強化月間 7月 1日 ～ 7月 31日

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
全
国
統
一
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
安
全
・

適
正
就
業
強
化
月
間
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
去
る
7
月
31
日
に
は
南

城
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
安
全
・
適
性
就
業

推
進
大
会
を
開
催
し
、
会
員

の
玉
城
貞
雄
さ
ん
が
「
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
」
の
効
能
、

小
川
盛
男
さ
ん
が
「
安
全

就
業
」
に
つ
い
て
自
ら
の

体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

玉
城
貞
雄
さ
ん
は
、
長

年
陸
上
競
技
の
監
督
な
ど

を
務
め
、
選
手
が
練
習
や

競
技
の
前
後
に
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
欠
か
さ
ず
行
い
、

体
の
手
入
れ
を
怠
ら
な
い

こ
と
。
そ
の
こ
と
が
練
習
や

競
技
中
の
事
故
及
び
け
が
の

防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
わ
か
り
易
く
説
明
。
又
、

自
ら
も
実
践
し
て
い
る
こ
と

を
発
表
し
、
シ
ル
バ
ー
の
皆

さ
ん
も
就
業
の
前
や
就
業
後

に
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を

行
い
、
体
の
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
、

事
故
や
け
が
の
防
止
に
つ
な

げ
る
よ
う
強
調
し
ま
し
た
。

小
川
盛
男
さ
ん
は
、
本
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
か
ら
関

わ
り
、
自
ら
安
全
・
適
正
就

業
委
員
長
も
務
め
た
こ
と
も

あ
り
、
安
全
適
正
就
業
に
は

い
つ
も
気
を
配
っ
て
い
る
こ

と
。
そ
れ
で
も
就
業
中
、
不

注
意
か
ら
他
人
の
車
両
に
傷

を
つ
け
、
弁
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
羽
目
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
失
敗
談
も
披
露
。
日

頃
か
ら
安
全
・
適
性
就
業
に

心
掛
け
る
必
要
性
を
発
表
し

ま
し
た
。
又
、
映
像
に
よ
る

「
刈
り
払
い
機
の
正
し
い
使

い
方
」
や
「
安
全
就
業
の
心

得
と
現
状
」
が
報
告
さ
れ
、

最
後
に
安
全
適
正
就
業
で
、

重
篤
事
故
ゼ
ロ
の
継
続
、
軽

微
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
（
減
点

対
象
）
に
該
当
し
な
い
事
故

や
け
が
を
1
件
で
も
な
く
す

よ
う
皆
が
努
力
す
る
こ
と
を

誓
い
安
全
・
適
性
就
業
推
進

大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

身
近
な
体
験
発
表
に
聞
き
入
る

大

湾

政

松

理

事
長

他

の

皆

さ

ん

発
表
者

小
川
盛
男
さ
ん

発
表
者

玉
城
貞
夫
さ
ん
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26年度 そ～と覗いて見ました～

定時総会＆交流会

ボランティアの動き

議長の奥原則和会員（右）と議案説明の知念進事務局長（右から2人目）

手拍子でステージの余興を楽しむ

サンシン同好会の演奏に会場も一段とにぎやかに

会場に花を添える市老連玉城支部民踊愛好会の友情出演

上左 市長の名代で挨拶する座波一副市長 上右議案書を手に審議に熱中

軽やかに普天間良子さん

ステージの余興に見入る

遂 に 出 ま し た カ チ ャ － シ －

一人暮らし世帯へのボランティア 斎場御嶽周辺草刈りボランティア 休憩中の情報交換又楽し お互いに仕事の仕方も教えあい

ボランティアでも手抜きなし 昔話に花が咲き和気あいあい


